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IFALPA LEG COMM MTG in WEB 出席報告 
～ Think Globally, Act Locally ～ 

 
1． 概要 

 
2020 年 11 月 24〜25 日、WEB による

IFALPA Legal Committee Meeting が開催

され、出席者は ALPA Japan LEG 委員長を

含め、8 ヶ国から弁護士やオブザーバー等、

43 名に及び、例年に比べ多くの参加者数と

なりました。 
なお、IFALPA ではコロナ禍における新た

な行動指針を記したエンブレム「Safety＜安

全＞. Solidarity＜結束/団結＞.Sustainability 
＜持続可能＞.」が採用されています。                   ＜WEB Meeting の様子＞ 
（写真参照） 

                                                    
2． 主な議題と討論内容 

 
・「COVID-19 Legal Aspects」（ICAO / IATA / ITF 各代表による基調講演） 

世界の民間航空において、世界的に蔓延している新型コロナウイルス感染症の影響に関する

各方面の報告と連携を主なテーマとした基調講演が、ICAO、IATA、そして ITF（International 
Transport Workers’ Federation=国際運輸労連）から実施されました。 
 

・「IFALPA Legal 関連各 Working Group の年次活動報告」 
＞Detention of Pilots for Suspected or Alleged Criminal 

Dutch（オランダ）ALPA より、就航先において乗員が違法物所持疑いによって拘束された

事例及びそれに関わる法的課題に関する報告がありました。 
＞Female Working Group 

女性乗員に関わる作業部会より年次活動報告書の報告があり、女性乗員特有の課題に関して

今後も継続的に取り組む必要性の確認が行われました。（ALPA Japan では人員確保を始め

とした諸課題から、この取り組みは未実施です） 
 

・「ICAO Data and Safety Information Protection Policies（フライトデータの保護）」 
昨年に続き、フライトデータ保護に関する各国の状況報告と課題の整理に関するプレゼンテ

ーションを LEG 副委員長（米国 ALPA 所属）が実施し、それに続いて Discussion が実施さ 

http://alpajapan.org/


 

 
れました。これに関して、ALPA Japan LEG 委員会は過去に問題提起をしており、日本やア

ジア諸国における実情を踏まえ、将来におけるフライトデータに関する事故・インシデント調

査以外での目的外使用に関わる課題と懸念を表明しています。 
 
3． ALPA Japan からの報告 

 
ALPA Japan LEG 委員会から、今 Meeting で以下の 4 点について報告を実施しました。 
１） コロナ禍における本邦航空事業の運航状況、乗員の乗務状況 
２） JAL 解雇問題の現状報告、IFALPA Statement の発行再要請 
３） 事故調査と刑事捜査の分離に関する課題と現状 
４） 精密 Flight Data の利用拡大に関する懸念 

 
4． CAPSCA の紹介 

 
ICAO をはじめとした世界の航空機関は、

航空産業の品質低下防止に努めているだけで

なく、ポストコロナの状況を見据えて傾注し

ていることが確認できました。その一例が、

ICAO が中心となって民間航空分野の様々な

機関が連携し、航空分野の公共衛生に関する

諸問題に取り組む「CAPSCA」が挙げられ

ます。「CAPSCA」は 2006 年に立ち上げら

れ、今回も非常に大きな役割を担っているそ

うです。詳細は以下の URL をご参照ください。               ＜CAPSCA の紹介画面＞ 
https://www.icao.int/safety/CAPSCA/Pages/About-CAPSCA.aspx 

 
5． 所感 

 
今回は、LEG Committee Meeting 初の WEB 会議となった影響で、会議の合間に実施してきた

ロビー活動や情報交換の時間が取れず、従来通りの活動を進めることは出来ませんでした。今後は、

これまで醸成してきた信頼関係を基に、メール等による情報交換が重要になると思われます。 
世界の民間航空事業ではグローバルな調和が必須なことから、LEG Committee Meeting への参

加を通じ、「世界基準」と照らし合わせながら「日本の現状」を冷静に分析していきます。 
ALPA Japan／日乗連 LEG 委員会は、過去から受け継がれている行動指針「Think Globally、

Act Locally」をベースに、ALPA Japan／日乗連加盟の各乗員組合と連携しながら「日本における

理想の基準や将来像」を追求していきます。その目標達成のため、引き続き LEG Committee メン

バーとの信頼関係を保持し、日本のプレゼンス向上に努めて参ります。 
 

以 上 
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